
令和6年1月20日～21日に奥武山公園にて『おきなわ花と食のフェスティバル』

が開催され、各園芸品目の品評会で北部地区から多くの生産者の皆様が受賞
されました。
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おきなわ花と食のフェスティバル２０２４

北部管内からは、花き品評会から３９名、野菜品評会から６名、果樹品評会から１３名、

の方が受賞されました。また、野菜産地活動表彰の創意工夫部門で大城淳吉氏（伊江村）、沖縄県園芸拠
点産地表彰の優良生産農家表彰で大城廣明氏（東村）がそれぞれ受賞されました。 北部管内からたくさ
んの受賞がありました。皆様、おめでとうございます。

花き「内閣府沖縄総合事務局長賞」
伊江村 並里拓実 氏

第３６回　花き品評会受賞者
賞 名 受 賞 者 名 品 目 別 市町村名 特　　　別　　　賞

並里　拓実 スプレーギク 伊江村 内閣府沖縄総合事務局長賞
嘉数　憲人 大ぎく 本部町 沖縄県農林水産部長賞
富東　昌栄 トルコギキョウ 名護市  沖縄県農業協同組合中央会代表理事会長賞
友寄　明美 モンステラ 伊江村 九州山口花き園芸連絡協議会長賞
漢那　憲 観葉鉢物 恩納村 沖縄県農業共済組合組合長理事賞
島袋　勉 スプレーギク 伊江村
宇江城　安昭 ヘルコニア 恩納村
島袋　幸造 観葉鉢物 恩納村
蔵下　利樹 大ぎく 伊江村
並里　拓実 大ぎく 伊江村
蔵下　良彦 大ぎく 伊江村
座間味　敏弥 小ぎく 今帰仁村
大城　正人 スプレーギク 今帰仁村
島袋　良正 スプレーギク 伊江村
玉城　康政 スプレーギク 本部町
富東　昌栄 トルコギキョウ 名護市
宮城　明美　 ドラセナ 名護市
新城　究 ドラセナ 名護市
座間味　聡 ドラセナ 今帰仁村
伊野波　盛憲 観葉鉢物 本部町
伊芸　久 観葉鉢物 恩納村
蔵下　良彦 大ぎく 伊江村
並里　千栄 大ぎく 伊江村
大城　一樹 大ぎく 伊江村
玉城　政和 小ぎく 名護市
渡久山　盛行 小ぎく 今帰仁村
小波津　一也 スプレーギク 伊江村
島袋　勇 スプレーギク 伊江村
真栄田　昇 スプレーギク 今帰仁村
島袋　勇 スプレーギク 伊江村
新城　究 ドラセナ 名護市
島袋　孔夫 モンステラ 伊江村
大嶺　順治 グラジオラス 恩納村
園田　茂行 その他 名護市
友寄　祐孝 ドラセナ 伊江村
宇江城　安勝 オクラレルカ 恩納村
瑞慶山　直也 アレカヤシ 恩納村
當山　安寿 観葉鉢物 恩納村
澤岻　旭 観葉鉢物 東村

金賞

銀賞

銅賞

第３１回　野菜品評会受賞者
賞 名 受 賞 者 名 品 目 別 市町村名 特　　　別　　　賞
金賞 儀間　五子 ラッキョウ 伊江村 沖縄協同青果株式会社社長賞

大城　俊 スイカ 今帰仁村
伊芸　聡 田いも 金武町
儀保　巧 ラッキョウ 伊江村
平良　寛樹 きゅうり 今帰仁村
平良　祐樹 きゅうり 今帰仁村

銀賞

銅賞

第20回　果樹品評会受賞者
賞 名 受 賞 者 名 品 目 別 市町村名 特　　　別　　　賞

宮城　千賀子 タンカン 国頭村 農林水産省農産局長賞
金城　千桂代 フルーツシークヮーサー 大宜味村 内閣府沖縄総合事務局長賞
照屋　和江 アテモヤ 恩納村 内閣府沖縄総合事務局農林水産部長賞
嵩原　久輝 フルーツシークヮーサー 大宜味村 沖縄県農林水産部長賞
仲井間　憲治 タンカン 本部町 沖縄県農業協同組合代表理事長賞
與座　正也 タンカン 名護市 沖縄協同青果株式会社社長賞
大城　康信 タンカン 今帰仁村
具志堅　興次 タンカン 名護市
宮城　俊次 タンカン 東村
與座　正也 タンカン 名護市
宮城　基 フルーツシークヮーサー 大宜味村
齊藤　絹子 パッションフルーツ 恩納村
大城　保昭 アテモヤ 恩納村

優秀賞

優良賞

最優秀賞

野菜産地活動表彰
創意工夫部門 大城　淳吉 伊江村

園芸拠点産地表彰
優良生産農家表彰 大城　廣明 東村



（担当： 冨名腰 ）

普 及 だ よ り

恩納村喜瀬武原地区における
地域農業振興総合指導事業の活動
恩納村喜瀬武原地区は、歴史ある花きの産地です。小ギク、ドラセナ

類、アレカヤシ、ヘリコニア等多くの種類が栽培されています。
令和２年度から４年間、関係機関や地域の生産者と連携し、当地区の

「花き」を対象として、「地域で取り組む担い手農家の育成」及び「持
続的で環境にやさしい花き産地づくり」を目標に、地域農業振興総合指
導事業に取り組みました。

次年度からは、大宜味村のシークヮーサーを対象として、

３年間地域農業振興総合指導事業に取り組む予定です。

Ｒ３展示ほ現地検討会

Ｒ５展示ほ現地検討会、展示ほ結果報告会

Ｒ４リーダー研修（大田花き等の視察）

推進会議

４年間の主な取組実績

内容 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

展示ほ
＋

現地検討会

リアトリスの土壌
消毒法の検討

小ギクの低濃度エ
タノールを用いた
土壌還元消毒

低濃度エタノール
を用いた土壌還元
消毒の省力化

花き類での農薬散
布作業省力化の検
討

栽培講習会
「病害虫防除の基
礎と農薬」
「土壌病害対策」

「土壌消毒の手順
について」

「ドラセナのハダ
ニに関する勉強
会」

「ドラセナのハダ
ニ・カタツムリ防
除」

リーダー
研修

先進地視察
（県立農業大学校
花き新規品目）

先進地視察
（名護市ドラセナ
篤農家）

先進地視察
（大田市場、パッ
クセンター等）

沖縄県農業研究セ
ンター試験中の防
除機実演

展示ほ結果の概要

令和６年３月１日 （２P）

Ｒ２リーダー研修



今帰仁家畜市場に出荷される子牛は、家畜改良と飼養管理技術の向上した発育良好な牛が増
加しています。しかしながら、令和5年は、子牛取引価格の低迷と資材高騰等による生産コス
トの上昇で収益減が著しく、経営の厳しい年でした。新技術の活用による生産コストの見直し、
更に、行政支援・資金制度活用、働き方改革も含め、様々な角度から再検討が必要です。

令和６年３月１日 （３P）普 及 だ よ り

（担当：幸喜 ）

経営難を乗り超える経営難を乗り超える
～経営基盤を見直す時期です～

平成30年および令和５年今帰仁家畜市場より

○敷料は、家畜の肢蹄の保護、体温の保温、畜舎の衛生環境の改善や疾病予防につながる重要資材です
○高騰するおが粉の代替物として、乾燥して安全な代替敷料の探索・確保が低コストにつながります。
○代替敷料は材質が異なり、季節性のあるものが多いので、数種の材料を組合わせ敷料として利用する
ことが望まれます。

バガス

生産コスト削減の事例 ～地域資材の活用した代替敷料の事例～

図１．北部地区の子牛取引頭数と平均取引価格の比較
（横軸：産子 縦左軸：取引頭数 縦右軸：平均取引価格）

剪定枝おが粉 籾殻 燃焼灰

果実のしぼり粕

地元産おが粉

細断古紙キノコ類廃菌床



株出しさとうきび増収のために

令和６年３月１日（４P）普 及 だ よ り

（担当：桑江 ）

２．補植苗の準備

・株出しは回数が増えるごとに発芽率が低下していきます。
そのため、補植苗の準備・確保をしましょう。
・株と株の間が40㎝以上ある場合は補植を行いましょう。
・補植が遅れると、生育の早い隣接株に生育が
抑制されるため周囲の株の草丈が10㎝程度の
時期に早めに補植しましょう。
・補植を行わないと年々欠株が増え、茎数が少な
くなるため単収の低下につながります。
・補植をしたら、たっぷりと水をかけ、根の活着を

促しましょう。

１．株出し管理

・収穫後すみやかに（1週間以内）株出し管理を行いましょう。
・機械収穫のほ場では、茎の切断位置が不揃いになっている場合が多いので
地表5㎝程度の高さに株揃えしましょう。
・収穫後に株元の収穫残渣を寄せ、株元に光を
入れましょう。
・根切りを行いましょう。古い根を切ることで
新しい根の発生と萌芽を促進することができ
ます。

３．除草剤散布

・株揃え後は雑草も生えるので、株揃えと同時に
除草剤を散布しましょう。
・雑草が繁茂したほ場は初期成育や収量が落ちる
だけではなく機械収穫時に株の引抜きや踏み倒し
が増え収穫ロスが多くなります。


